
 令和７年 深谷市議会 第３回定例会
通告
番号

議席
番号 氏 名

1 8 今井　慶一郎 1. わんぱくランドのイベントについて

(1) ア

2.

(1) ア

2 15 清水　健一 1. 生きる力を育む学校教育について

(1) 確かな学力の醸成について ア 各学年で、どのような取組みを行っているのか伺う。

イ

(2) 豊かな人間性の醸成について ア 具体的な取組と成果について聞きたい。

(3) 健康・体力の増進について ア 全国体力運動能力テスト・運動習慣等調査の結果と今後の取組みについて伺う。

2. 都市計画税について

(1) 納税義務者数について ア 固定資産税納税義務者数に占める都市計画税納税義務者の割合について聞きたい。

イ 都市計画税の充当状況と今後の予定について伺う。

ウ

3 21 加藤　利江 1.

(1) 建て替えについて ア どの市営住宅も年数がだいぶ経過しているので、建て替えを考えてはどうか。

2.

(1) 跡地について ア

3. 福祉健康まつりについて

(1) 参加方法について ア 参加方法を教えてほしい。

4. 友好都市のあり方について

(1) 田野畑村について ア 田野畑村についてどのように周知しているのか。

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

市営住宅について

本年４月に実施された、全国学力・学習状況調査の結果と今後の対策について聞き
たい。

都市計画税の廃止や見直しを行っている自治体が見受けられるが考えを聞きたい。

わんぱくランドの最終イベントに関する
提案について

長年にわたってたくさんの方々に親しまれてきた「わんぱくランド」の閉園にあた
り、思い出を共有し、感謝の気持ちを伝えるためのイベント開催について提案す
る。市の所見を伺いたい。

子ども向けイベントと学校教育の連携につい
て

長期休みの時期の子ども向けイベント参
加と学校教育における評価について

子どもの学習への意欲と学習的なイベントへの参加を促すため、特に、学校の長期
休みの時期に開催される子ども向けイベントへの参加が、長期休みの課題への取り
組みに並ぶ評価に繋がる仕組みを導入してもらいたいが、市の見解を伺う。

上柴分署の建て替え整備について

上柴町東３丁目には公園がないので、分署の跡地を公園として利用したらよいと思
うが。
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市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

4 13 坂本　博 1.

(1) マイナンバーカードについて ア

イ 本市における全体の保有状況は。また、年代別の保有状況は。

2. ごみの収集および処分について

(1) ごみの収集および処分について ア 直近３か年における、ごみの収集から処分までの経費は。

(2) 使用済小型家電および粗大ごみについて ア 収集および処分方法は。

イ 本市が行っているリユースについて、その仕組みは。

(3) ごみの減量化について ア 現在行っている取り組みと今後の課題は。

3. 平和について

(1) 平和について ア 平和に対する本市のスタンスは。

イ

(2) 平和教育について ア

5 14 繫　由香 1. 災害対策について

(1) ア

(2) Ｌアラートについて ア

イ 情報入力において、隣接地域との情報交換は行っているのか。

ウ 情報入力について、県とはどの様な取り決めとなっているのか。

(3) 情報伝達体制の強化について ア

初めての申し込みからカードが本人に渡るまでの手続きは、どのように行われてい
るか。また、更新の手続きは、どのように行われているのか。

戦争および戦争体験を語り継ぐための施策はあるか。または、現在まで行ってきた
ものはあるか。

教育現場において、「戦争」や「平和」について、どのような教育が行われている
のか。

避難情報入力においては、各自治体でバラツキが指摘されている。本市ではどの様
な組織体制となっているのか。

災害発生時に、迅速に緊急情報を伝達するため、防災無線やメール配信サービス、
ホームページの他、防災ラジオの無償貸与を行っている自治体がある。本市も、高
齢者世帯向けに防災ラジオの無償貸与を始める考えはないか。

「気象防災アドバイザー」の採用につい
て

「気象防災アドバイザー」を採用し、異常気象による豪雨災害等に対して、災害発
生前からの適切な対応がとれる体制の整備も重要だと考えるが、本市の見解は。

マイナンバーカードについて
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市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

6 22 五間 くみ子 1. 介護保険事業について

(1) ア

イ

ウ 事業のスムーズな移行を進めるため、市として準備室を設置するなど対策は。

2.

(1) ア

イ

7 2 岡　　仁 1. 高齢者福祉について

(1) 高齢者福祉対策について ア 年齢ごとにどのようなお祝いや給付などがあるか。

イ １００歳を超えた高齢者にどのようなお祝いをしているか。

8 9 湯本　哲昭 1. 農業の課題について

(1) 働き手不足の対策について ア 新規就農者の確保・育成施策について伺う。

イ 行政が主体の民間アプリによる求職活動は検討できないか。

ウ 深谷市独自の支援体制の構築はできないか。

2.

(1) 市内の現状について ア 校種別の在籍状況について伺う。

イ 支援体制の状況について伺う。

介護保険事業が令和１２年度から市町に
移行されることについて

生活支援体制整備事業の現状と課題につ
いて

１２公民館ごとの第２層協議体における話し合いの場について、生活支援コーディ
ネーターにより進められているが、本事業が目指す地域づくりの方向性は。

大里広域市町村圏組合が保険者となり、共同処理してきた介護保険事業だが、令和
１２年度から各市町へ移行される。保険料やサービスへの影響について市の見解
は。

地域包括ケアシステムの構築に向けて

第２層協議体で出た課題について、第１層協議体および、地域ケア推進会議で検討
とのことだが、以前からの課題解決について、その後、進展はあったか。他の地域
支援事業との連動による解決策など、考察しているのか。

学校に於ける外国人児童生徒の対応について

令和１２年度に事業移行となることが公表されたが、完全実施までのスケジュール
は。
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市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

9 23 永田　勝彦 1.

(1) ア

10 1 田島　秀興 1.

(1) 公共交通（バス）の利用促進について ア デマンドバス登録者数の推移を伺う。

イ

(2) 自動運転バスについて ア 導入に向けて、行政としての課題にはどのようなものがあるのか、伺う。

イ 運転手不足の解消にどのような効果があるのか。

2. 高齢者の交通問題について

(1) 高齢者の運転免許証返納について ア 高齢者の運転免許証の自主返納について、市の立場は。

イ

11 7 福島　秀樹 1. 児童養護施設の現状と課題について

(1) 児童相談所について ア

イ 相談があった後、どのような経過をたどるか伺いたい。

(2) ア

イ 入所理由、入所児童の概要について伺いたい。

ウ 深谷市には児童養護施設がいくつあるか伺いたい。

(3) 児童養護施設への支援について ア 深谷市としての支援体制があれば内容について伺いたい。

全国的に車社会で生活を送った方は、バスを使った生活に馴染みがなく、乗り方が
わからずにバス利用を躊躇する傾向にある。本市アンケートにも「デマンドバスの
利用方法がわからない」という声も多数あるが「バスの乗り方教室」を行わないの
か、伺う。

シルバー・サポーター制度について、制度の対象者は自主返納者に限るのか、小型
特殊などを継続した場合、本市のバス乗車料金の割引特典を受けることはできない
のか、伺う。

児童養護施設とは児童福祉法第４１条に定められていると思うが、入所に至るまで
の流れについて伺いたい。

児童養護施設について

埼玉県の児童相談所における虐待相談対応件数の年間の推移および年齢別相談内容
について伺いたい。

旧川本総合支所（時）に設置されていた各種掲揚ポール。これを「ワモア川本」へ
移設（移動）されたい。国旗、市旗の掲揚を早期に。川本市民の願いである。

公共交通について

ポール移設について

ポール移設について
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市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

12 12 山出　秀明 1.

(1) ふかや緑の王国を存続できないか ア

2. 選挙投票について

(1) 投票率アップについて ア 投票率アップのための施策はあるのか。

(2) 投票区（投票所）の変更について ア 投票区（投票所）の変更はできないか。

3.

(1) 中央土地区画整理事業について ア

イ

13 5 佐久間 奈々 1.

(1) ア

イ

(2) ア

2.

(1) ア

3. 首長の多選の認識について

(1) ア

環境に配慮した人工芝なども開発され始めているが、プラスチックごみの流出はゼ
ロではないようである。仙元山公園の再整備にあたっては、海洋汚染防止を最大限
考慮した施工にするべきだと思うが見解を伺う。

海洋生態系への影響が懸念されているマイクロプラスチック。人工芝は、日本のマ
イクロプラスチック流出量の２０％を占めるとの推計がある。環境省は、マイクロ
プラスチックの発生抑制・流出対策に企業や団体、市民の協力を求めている。そこ
で、マイクロプラスチックを含むプラスチックごみの削減についての考えを伺う。

猛暑日における児童の通学時のヘルメット対
応について

猛暑日における児童の通学時のヘルメッ
ト対応について

本庄市では通学時は原則ヘルメット着用だが、保護者の責任の下、熱中症が心配さ
れる場合は帽子着用も可能となった。異常な暑さが更新されている状況もあること
から、深谷市でも同様な対応ができないか伺う。

小島市長は５選目の出馬表明をされたが、市長の多選についての考えを伺いたい。
また、小島市長は多選を批判し、多選しないことを公約に掲げた経過もあることか
ら、多選に対する姿勢、理念がなぜ変化したのか伺いたい。

人工芝から出るマイクロプラスチックの
流出防止対策について

人工芝から出るマイクロプラスチックの流出
防止対策について

仙元山公園の再整備にあたっての対策に
ついて

都市計画について

ふかや緑の王国は令和５年から令和１４年までに民営化又は廃止とあるが、存続に
変更できないか。

レンガ調の建物が立ち並び、レンガの街深谷にふさわしい街並みが形成され魅力が
感じられる景観をイメージしているとあるが具体的に説明して下さい。

レンガ通りを中心に市内の飲食店が出店し頻繁にイベントが開催されるなど多くの
人が集まりにぎわう街づくりを目指すとあるが具体策はあるのか。

深谷市公共施設適正配置計画について

首長の多選の認識について

公園、小中学校、テラスパーク内の人工芝施工状況と流出防止対策が行われている
かについて伺う。
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市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

14 6 鈴木　三男 1.

(1) 外国人住民の現状について ア

イ 外国籍から日本国籍に帰化される方もいるのか。

ウ 外国人住民の医療や介護などの福祉はどうか。生活保護世帯の数はどうか。

(2) 外国人住民の子どもたちへの支援 ア 日本語のわからない幼児や児童・生徒はどれくらいいるのか。

イ その子どもたちへの支援はどのように対応しているのか。

(3) 外国人住民も暮らしやすい深谷市に ア 深谷市内の外国人による窃盗や殺人などの犯罪の発生状況はどうか。

イ

(4) 多文化共生推進の方針と計画の策定を ア

2. 学校給食費の無償化について

(1) 学校給食費の無償化の実現を ア

15 4 小泉　誠 1. 学校給食の無償化について

(1) 深谷市の取り組み ア

イ

(2) 学校給食無償化の財源について ア 近年の深谷市の財政状況からして、令和8年度からの学校給食無償化は可能か。

2. 下水道使用料について

(1) 埼玉県内の下水道使用料の現状について ア

イ

ウ

(2) 下水道使用料値下げの財源について ア

外国人住民について

これからも外国人住民の増加が見込まれるが、多文化共生推進のための基本的な方
針や推進計画の策定が必要ではないか。

深刻な物価高騰が続いているもとで、保護者の負担軽減のために学校給食費の無償
化を実現する自治体が広がっている。深谷市においても、国の施策を待つのではな
く給食費の無償化を実現すべきではないか。

生産年齢の減少にともない外国人住民の増加が、今後も見込まれている。深谷市内
に在籍する外国籍の住民の現在の人数はどれくらいか。

令和6年の3月議会で、深谷市の下水道使用料が、県内39市の中で突出して高額であ
ることを指摘した、その後、市の関係部局で、下水道使用料の値下げについての検
討はなされたか。

近年の深谷市の財政状況からして、今後下水道使用料を県内39市平均額に値下げす
ることは可能か。

自治会や地域において近隣住民とのトラブルは、どれくらいあるのか。その内容は
どのようなものか。不安の声は寄せられているのか。

学校給食無償化は全国30%の自治体が実施していると報道されているが、現在の埼玉
県内の学校給食無償化の状況を問う。

令和5年6月議会で、市の学校給食無償化について質問したが、その時「今後も検討
していきたい」と答弁している。その後の社会状況の変化を踏まえ、市ではどのよ
うな検討をしたかを伺いたい。

令和7年現在の県内39市の下水道使用料の平均、他市と比較した深谷市の使用料の水
準、標準的な4人家族の1世帯当たりの月額を問う。

埼玉県北部で、深谷市以外に、下水道事業の独立採算制をとる自治体はあるか。
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質問事項 質問要旨

16 20 村川　徳浩 1.

(1) ア

イ

(2) ア

イ

2. 中央土地区画整理事業について

(1) 事業の長期化と市の責任について ア

イ

(2) 費用対効果と市民への説明について ア

本事業は２７年以上経過しているが、その間、建替え制限により地権者の財産権が
実質的に侵害されている状況にある。市は、憲法第２９条第３項を法的根拠として
いるが、この点に対する市の見解を伺う。

令和６年度における公共工事の入札結果につ
いて

令和６年度の加重平均落札率の異常な数
値と市の認識について

特定のＪＶによる一者応札と９９％超の高落札率が、市全体の加重平均落札率を押
し上げた要因であると考える。このような状況に対し、昨年は「適正な入札手続き
の結果」との説明に終始したが、市民の税金が適正に使われたと断言できるのか。

契約検査課から提供されたデータを基に加重平均落札率を算出したところ、令和６
年度の数値は９６．１％に達している。これは過去４年間の８２．５％から８７．
７％と比較して極めて異常な数値である。市はこの現状をどのように認識している
のか。

３件の大規模工事を除外すれば、落札率は８８．２％に落ち着き、過去年度の水準
に戻る。もし全体がこの水準で入札されていれば、約７．３億円が節減できた計算
である。この市民の利益損失をどのように認識しているのか、市の見解を伺う。

長期にわたり利用が制限されている土地に対しても、固定資産税等が通常通り課税
され続けている。これは、地権者からの訴訟リスクを高める要因となり得る。かか
るリスクを回避するため、固定資産税等の減免措置を講じる考えはないか伺う。

多額の一般会計からの事業費が投じられながら、その効果が市民全体に実感できて
いない。この事業は、将来的に税収の増加など、どのような形で市民に還元される
のか、また、それをどのようにして分かりやすく示すのか、市の見解を伺う。

予定価格の非公開にもかかわらず高落札率が続いた３件の落札結果は、市民から談
合や情報漏洩を疑われても仕方がない。公正な競争を確保するために、大規模工事
における地域要件の見直しや入札監視委員会の設置など、抜本的な制度改革に取り
組む考えはあるのか。

市民の利益損失と公正な競争確保のため
の制度改善について
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イ

(3) 計画の見直しと今後のビジョンについて ア

3.

(1) 住民への説明責任について ア

(2) 譲渡後の維持管理と費用負担について ア

(3) ア

訴訟リスクや財政的負担を回避するため、和歌山県橋本市や埼玉県内の草加市等に
見られる事業見直しの事例を参考に、本事業の解決策を模索する考えはあるか。

「くれよんかん」の無償譲渡に関する市の説
明責任と今後の課題について

「くれよんかん」の無償譲渡において、自治会住民に対し「説明会は行わない」と
する市の姿勢は、基本方針と整合しているのか。自治会住民から「知らなかった」
という声が多数ある中、改めて説明会を開催する意思があるのか。

事業が継続している状況においても、市として現時点でどのような公共的な事業効
果がもたらされていると認識しているのか、具体的な成果を伺う。

築２０年以上の施設を無償譲渡するにあたり、今後の修繕費や維持管理費は誰が負
担するのか。また、自治会費の値上げにつながる可能性について、市はどのような
認識を持っているのか。施設維持が困難となった場合、市に返還する選択肢はある
のか。

自治会への負担とリスクについて 自治会に過度な責任や財政的負担を負わせるリスクがある。市として、自治会に寄
り添い、具体的な支援策をどのように講じる予定であるのか。
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17 10 八須　由憲 1. 「渋沢栄一翁と論語の里」について

(1) 青淵公園の暑さ対策について ア

(2) 論語に触れるために ア

(3) 尾高惇忠生家について ア

イ

2.

(1) 河床に繁茂する葦と堆積土について ア

18 18 富田　勝 1. 多面的機能支払交付金について

(1) 深谷市の現状について ア 多面的機能支払交付金のメリット、デメリットについて伺う。

イ 活動組織の数、予算決算、活動内容、事務局及び事務委託料について伺う。

ウ 花園地区の（花園資源保全向上活動組織）予算決算、活動内容について伺う。

2. 外国人対策について

(1) 深谷市の外国人の現状について ア 深谷市の外国人人口及び国籍別人口について伺う。

イ 留学生、技能実習生の人数について伺う。

ウ

清水川の維持管理について

保育、幼稚園、学童、小中学校の児童生徒数について、また日本語がわからない子
供の人数及び対応と対策について伺う。

青淵公園東部は日陰となるものが少なく、遊具のある付近にテラスや東屋等の設置
はできないか。

栄一翁は幼少期、尾高惇忠から論語などを学び、論語の道を生涯の指針として事業
活動を行った。来訪者や子どもたちが論語に触れる機会を増やすために、論語の章
句をパネルや看板等で設置できないか。

生家を訪れた方や説明するガイドボランティアの方は、土間側の畳間に置かれた扇
風機１台で猛暑を凌いでいる。局所エアコンの設置はできないか。

現在、生家を訪れた方は２階の密議の間を見学することはできない状況である。今
後建物の改修を行い、この部屋を公開することは考えているか。

上流部はコンクリート製の組立柵渠により整備されたが、中・下流部は葦や雑草の
繁茂、泥の堆積で水の流れが悪い。葦の除去、浚渫はできないか。
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19 11 小林　真 1. 小中学校再編

(1) 小中学校再編への取組の現状は ア

2. ＰＴＡなどの「動員」

(1) ア

3. 「新深谷市史」編纂と市民協働

(1) スケジュール、編纂体制計画の進捗は ア

4. こども館とこどもの自治

(1) こども館での「こどもの自治」は ア

(2) こども館への交通手段は ア

5. アマチュア農家が更新する農村風景

(1) 未経験の市民個人に稲作は可能か ア

(2) 農機シェアリングサービスの実績は ア

(3) 「くろっぷGO」との連携の現状は ア

市主催講演会などへのＰＴＡの動員の実
態は

令和５年12月議会一般質問での答弁は「方針などの策定にはいたっていない」だっ
た。周辺市もさまざまな模索が続く中、本市の計画の現状を知りたい。

平成の大合併からおよそ20年。市史再編集に市民協働を掲げる自治体は少なくな
い。スケジュール、体裁も含め、新深谷市史編纂計画の進捗を知りたい。

こども同士の新たな交流の場としても期待されるこども館。徒歩、自転車圏以外か
らも平日の放課後に利用できれば、こどもの居場所の選択肢が増える。例えば国内
初10月に兵庫県豊岡市で開始される「バス型ライドシェア」などを活かして、こど
もだけで移動できる公共交通が共創できるのではないか。

有機農業などへの関心の高まりや令和の米騒動で、米づくりを希望する農業ビギ
ナーは増えている。たとえば市民農園のようなかたちで彼らは稲作をできるか。

農業ビギナーに心強い農機シェアリングサービス。市内にもいくつかのステーショ
ンがあるというが、その利用実績を知りたい。

人材不足問題解消をめざすアプリ「くろっぷGO」の実証実験が始まっている。連携
までの経緯、現在までの参加者の声など現状を知りたい。

ＰＴＡに限らずイベントへの「動員」は少なくなく、とくに役員には負担になって
いる。コロナ禍以降普及したオンライン活用などで軽減できないか。

「わんぱくアリーナ」「アソビバ」といった魅力的な空間が計画される。自主的な
遊びから自己形成する「こどもの自治」は確保されるか。
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20 19 茂木　一郎 1. 桜について

(1) ア 上唐沢川の桜堤の歴史を伺う。

イ JR高崎線に並行する区間で桜が植樹されている範囲はどこからどこまでか。

ウ 桜の木の本数は何本か。

エ 枯れた桜の木の本数は何本か。

オ 今後どの様に管理するのか。

(2) 市が管理する桜について ア

イ それぞれ枯れた桜の木の本数は何本か。

ウ それぞれ今後どの様に管理するのか。

2.

(1) ワクチンの接種状況について ア ５類移行前の臨時接種の状況について伺う。

21 24 髙田　博之 1. ごみ焼却施設の建設について

(1) ごみ焼却施設の建設について ア 大里広域市町村圏組合の解散すると云う経過の説明

イ ごみ焼却施設の、樫合にある施設の大里広域市町村圏組合の時の計画

ウ 深谷市単独の場合のごみ焼却施設の計画は

2.

(1) ア

イ 日常的に近隣の市民も入店出来る店がよいと思うが

ウ

新型コロナウイルス感染症について

上唐沢川以外の川、排水路、道路、公園及び教育委員会で管理している施設の桜の
木の本数は何本か。

ホフマン輪窯の修理完了に伴う管理活用棟建
設について

渋沢栄一翁関連の深谷市の施設の中で、市が積極的に関わるのは飲食が出来るのは
初めてだと思うが、どの様なものを考えているのか。

観光の人も、一般の市民も、子供達も訪れることができ、また行きたくなる様な施
設だといいのだが

JR高崎線に並行する上唐沢川の桜堤につ
いて

すでに飲食事業者募集の案内が発せられ
たが深谷市の意とする集客施設の内容に
ついて
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